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１．はじめに 
2008 年度に改定された中学校学習指導要領において
は，道徳教育において「いのちの教育」に関わる内容は，
次のとおりとなっている。「３．主として自然や崇高なも
のとのかかわりに関すること。（1）生きることを喜び，
生命を大切にする心をもつ。（3）人間には弱さや醜さを
克服する強さや気高さがあることを信じて，人間として
生きることに喜びを見出すように努める。他」目標とし
ては「学校の教育活動全体を通じて，道徳的な心情，判
断力，実践意欲と態度などの道徳性を養うこととする」
とし「各教科，総合的な学習の時間及び特別活動におけ
る道徳教育と密接な関連を図りながら，計画的，発展的
な指導によってこれを補充，深化，統合し，道徳的価値
及びそれに基づいた人間としての生き方についての自覚
を深め，道徳的実践力を育成するものとする。」と記され
ている。 
各教科へ道徳教育との関連を考慮するよう示され，学
校教育として，生徒らに他者との関係づくりや集団性を
育成することの必要性が言われている。中学校教育にお
ける音楽科授業では，合唱や合奏などの集団活動におい
て，音楽力を高めるとともに，他者や学級での協力や団
結する力を培っている。そういった中で，生徒たちの成
就感や自尊心も育くまれていく。他者との関係性を重視
する指導は，音楽の感性的な面と結びつき人間性育成や
社会性育成を目的とする道徳教育とともに，「いのちの教
育」において，音楽科授業の果たす役割は大きい。 
生徒一人ひとりが自分の命を大切に思い，他者やあら
ゆる生き物の命を大切にする心を育んでいくことは何よ
り大切である。 
2012 年，文部科学省は「子どもの「命」を守るために」
において，子どもの「命」としっかりと向き合い，いじ
めや学校安全等の問題に対して，いつまでにどのような
ことに取り組むのかを示す総合的な取組方針を取りまと
めている。家庭・地域そして社会と一丸となって取り組
んでいくことを訴えかけているのである。各教育現場で
は日々，懸命な取り組みが行われているが，今日におい
ても，陰湿な「いじめ」が子どもの自殺という悲劇的状
況を招いているなど，命が軽んじられるような実状が存
在する。子どもたちの生き方に影響を与える「いのちの
大切さ」を実感させる教育は，感動をはじめとした様々
な体験から得られるものである。そういった意味で，音
楽科教育の果たす役割は大きい。 
 
２．「いのちの教育」の推進について  
兵庫県教育委員会は 2005 年，『「命の大切さ」を実感さ
せる教育への提言（第１版）』を打ち出し，梶田叡一１）
は「教育の究極的な目標は人間のあり方そのものの成長
である。子どもたちが命を大切にした生き方ができるよ
う，教師各自があらゆる学習指導の機会を通じて，子ど
もたちの生き方に影響を与える教育実践をしていかなけ
ればならない。」と述べている。2006 年には「『いのちの
大切さ』を実感させる教育プログラム」の開発と実践事
例集が出され，県内の各学校における「いのちの教育」
の実践教育活動として普及定着が図られてきた。これら
の取り組みを基盤として 2009 年に「いのちの教育実践研
究会」１）が立ち上げられた。 
2012 年からは研究組織として３つの部会（①命の教育
部会，②学校安全・防災教育部会，③道徳教育部会）を
再編成し研究実践を進めてきている。 
筆者は①命の教育部会において研究を深めてきた。本
部会において「2013 年『いのち』に関わる意識調査『こ
ころに関するアンケート』」を実施し，興味深いデータを
収集することができた。また，クロス集計も実施し，結
果分析する中から，５つの「いのちの大切さ」を実感さ
せる視点を導き出した。 
＜2013 年実施「心のアンケート」（児童・生徒のいの
ちに対する意識の実態Ⅱ）２）におけるクロス集計結果＞ 
①自分自身に良いところがあると実感できる子は，いの
ちの大切さを実感できる。 
②周りの人に支えられていると実感できる子は，いのち
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の大切さを実感できる。 
③得意なことがあると思える子は，いのちの大切さを実
感できる。 
④努力すれば報われると認識している子は，いのちの大
切さを実感できる。 
⑤新しいことに挑戦し，自分の可能性を広げたいと考え
られる子はいのちの大切さを実感できる。 
 これらの視点を生かして，小・中・高等学校における
発達段階に応じた「いのちの大切さ」を実感させる教育
カリキュラム」を作成した。筆者は中学校を担当し，作
成に当たっては，これまでの道徳や，特別活動の年間計
画を見直すとともに，「いのちの教育」カリキュラム開
発を基盤とした実践研究を行う中で作成してきた。（表
１参照） 
それぞれの校種での教育実践における観察やその後の
感想・意見から，「いのちの大切さ」を実感として捉えて
いる子どもの姿がうかがえ，その積み重ねが大事である
と確認できた。授業実践の指導にあたった道徳担当教員
は「日々の生活の中で，家庭環境など辛いことに負けて
しまっている。生徒たちに安心材料を与えてやりたい。
デリケートな面があるため，逞しさを身につけさせると
ともに心の耕しを行いたい。自分自身が見守られている，
支えられている，という自覚が少ないと感じているので，
しっかり自覚させることで，今の自分があるありがたさ，
自分の命があることへの感謝の思いを持たせたい。」と述
べている。これらの取り組みを終え，指導にあたった多
くの教師は，生徒たちの表情が，やわらいできているこ
とを感じていた。 
 
  
表１ 「いのちの教育」カリキュラム（成長の支援への感謝）【中学校】瀧明 知恵子 
目 
標 
○自分の成長を振り返り，自分自身の存在に感謝し，喜びを感じさせる。また，かけがえのない命を未
来へつないでいこうとする思いを持たせる。 
＊家庭科，保健体育，音楽科，特別活動，道徳，総合的な学習の時間，特別活動 
 学習活動 指導上の留意点 教育課程上の位置付け
 
一 
 
 
学 
 
 
期 
① 学級集団づくり 
② 健康な身体づくり 
 
③ 自分史づくり 
 
 
④ いいとこ探し 
（自己肯定感育成） 
⑤ 職場体験 
・支え合い高め合う豊かな人間関係づくり 
・健康・安全についての理解（心もからだも元気
で），AED を用いた心肺蘇生法等 
・思い出の品物・写真，お世話になった人，感動
体験等，自己の成長を感じさせ，多くの人の支
えに感謝の思いをもたせる。 
・班活動の中で行うなど，仲間の支持を得ること
で，自尊感情を育てる。 
・トライやるウイーク（兵庫県）等，学校から社
会へと活動場面を広げる。 
道徳 
保健体育 
 
総合的な学習の時間 
 
 
特別活動 
 
総合的な学習の時間 
 
二 
 
 
学 
 
 
期 
① 食生活と自立 
 
② 仲間との協力 
 
③ 幼児・お年寄りとのふれ
あい体験 
 
④ いじめに向き合うために 
 
⑤ いいとこ探し 
（自己肯定感育成） 
・食生活と栄養，日常食の調理など，健康に良い
食習慣について考えさせる。 
・体育的・文化的行事など励まし合い協力して創
りあげる体験活動を充実させる。 
・幼児，お年寄りとのふれあい体験 
（行事での交流）優しい心・他者とのつながりを
感じさせる。 
・いじめをテーマにした読み物教材等，いじめな
い，いじめられない人間関係を築く力を養う。 
・人を元気づける言葉，傷つける言葉を考えさせ
心を育む。友だちの良いところを伝えあう。 
 
家庭科 
 
道徳 
保健体育 
音楽科 
特別活動 
 
道徳 
総合的な学習の時間 
特別活動 
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三 
 
 
学 
 
 
期 
① 大震災から学ぶ 
  命の重みを考える 
 
② 身体や性について 
 
 
③ 健康と生活習慣に 
  ついて考える 
④ 未来の自分史づくり 
・自他の命のかけがえのなさと人とのつながりを
実感させる。ゲストティーチャーの話，教材「語
りかける目」兵庫県版道徳教材など， 
・第 2 次性徴，商品としての性情報の見方，出産
と中絶，AIDS についてなど，学年の成長に応
じて実施する。 
・喫煙・飲酒，薬物乱用など，命を脅かす行為に
ついて理解させる。 
・「将来の夢」「未来への希望・願い」等， 
 自分らしさを生かした生き方を考えさせ，自分
の人生を生きていこうとする力の育成 
 
道徳 
 
 
保健体育 
 
 
保健体育 
特別活動 
総合的な学習の時間 
３．「いのちの教育」と音楽科教育 
学校教育における様々な取り組みが命の大切さを考える
ことにつながっていくことを，学校現場の指導者は気付い
ている。各教科の学習の中や学校生活の中で，良い教材を
取り上げ，生徒たちと共に考え合い，普段から教師自身が
感性を磨いておくことが必要なのである。 
西洋の格言に「音楽は悩める心の薬」とあり，音楽はど
んなに落ち込んだ時も気持を励ましてくれ，その美しい旋
律が心を癒してくれる。そういった効果を福祉や医療に活
用する試みも進められている。 
筆者自身が長年，音楽を通して教育する立場にあって，
音楽が現代社会でさまざまなストレスを持つ生徒たちの生
活に潤いを与え，共に声や音を合わせ，美しい音楽表現を
創造しあう喜びや楽しさを体験することが，日頃の学校生
活を安定させる一翼を担っていると実感してきた。 
キャンベルは「何百万もの神経単位がたったひとつの音
楽経験で活性化させられる」３）と指摘している。つまり音
楽体験そのものが生理的に機能を発達させ，脳を活性化さ
せる働きを持っているのである。学校だからこそ得られる
音楽の感動体験を通した「いのちの大切さを実感させる取
り組み」を計画的に行っていくことは，逞しく生きていこ
うとする力の育みにつながっていくものと考える。 
筆者は長年，歌唱・合唱をはじめとした音楽を通して公
立中学校で教育活動を行ってきた。学級や学年全体，学校
全体で一つの合唱作品を仕上げていくことにより成就感や
自尊感情を育み，その後の生活に良い影響を与えてきたこ
とに注目する。 
「いのちの教育」の実践研究において，『こころに関する
アンケート』」の結果分析の中から，５つの「いのちの大切
さ」を実感させる視点を導き出した。その①～⑤の全てに
おいて，音楽科教育が関わることができるのである。 
また視点を生かして，発達段階に応じた「『いのちの大切
さ」を実感させる教育カリキュラム（表１ 成長の支援へ
の感謝）」を作成したが，中学校の目標は「自分の成長を
振り返り，自分自身の存在に感謝し，喜びを感じさせる。
また，かけがえのない命を未来へつないでいこうとする思
いを持たせる。」であり，教育カリキュラムの中で，「仲間
との協力」における取り組みにおいて音楽科の果たす役割
は大きい。 
音楽を通した感動体験から豊かな心を育む教育実践の分
析及び考察を行い，音楽科における「いのちの教育」の可
能性について研究を深めていく。 
 
４．生徒を取り巻く状況 
中学生は発達的には思春期の真只中であり，無意識のう
ちにも自分の人生を自分の力で形づくろうとする時期であ
る。「思春期の精神的葛藤や行動様式の獲得は，人間の成長
発達にとって必要な関門であり，発達課題である」とされ
ている。４）この発達課題がクリアできないと，後年になっ
て何らかの症状や問題に結びつきやすいと言われている。 
思春期の精神的葛藤をただ取り除いてやるだけでは，教
育にならない。生徒がそうした困難な中にあって，自ら課
題を克服できるよう見守り，自信を持たせ，落ち着いた学
校生活を送れるような接し方や指導が何よりも大切である
と考える。 
「平成 26 年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題
に関する調査」５）における，調査結果の主な特徴（一部抜
粋）を紹介する。 
＊ 小・中・高等学校における，暴力行為の発生件数は
54,242 件（前年度 59,345 件）であり，児童生徒１千人
当たりの発生件数は 4.0 件（4.3）件である 
＊ 小・中学校における，不登校児童生徒数は 122,902 人 
（前年度 119,617 人）であり，不登校児童生徒の割合
は 1.21％（前年度 1.17％）である。 
＊ 小・中・高等学校から報告のあった自殺した児童生徒
数は 230 人（前年度 240 人）である。 
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粋）を紹介する。 
＊ 小・中・高等学校における，暴力行為の発生件数は
54,242 件（前年度 59,345 件）であり，児童生徒１千人
当たりの発生件数は 4.0 件（4.3）件である 
＊ 小・中学校における，不登校児童生徒数は 122,902 人 
（前年度 119,617 人）であり，不登校児童生徒の割合
は 1.21％（前年度 1.17％）で る。 
＊ 小・中・高等学校から報告のあった自殺した児童生徒
数は 230 人（前年度 240 人）である。 
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暴力行為の生徒数の発生件数は減ってはきているもの
の，かなり高い件数であり，学年が上がる毎に増加してい
る。その要因・背景にはさまざまなものが考えられ 
る。 
不登校児童生徒数の発生件数は，やや増加している。不
登校のきっかけと考えられる状況では学校に関わる状況と
して「いじめ・友人関係をめぐる問題」など，本人に関わ
る状況では「無気力・不安など情緒的混乱」などが挙げら
れている。 
自殺については減ってはきているが，報告のあった件数
のみのデーターであるため，その背後には少なからず，悲
しい件数が潜んでいるといえよう。 
そういった中で，学校生活の中で心の豊かさや情緒の豊
かさを育み，「いのちの大切さ」を実感させる教育活動を進
めていかねばと考える。「いのちの大切さ」を実感させる教
育活動は人間の成長過程になくてはならぬものである。 
 
５．音楽科教育における「いのちの教育」の可能性 
（１）合唱活動の意義 
 マーセルは「歌唱経験」において次のように述べている。
「歌唱の主な利点は『表現的価値と指導内容に重点をおい
て歌うことによって，音楽についての意識が発達する』『歌
唱によって音楽的自主性が促進される』『歌唱経験が音楽的
識別力の発達を促す』『歌唱経験は音楽的洞察力の発達』『芸
術的にすぐれた歌を歌う経験は音楽の技術を発達させる』」
６）である。これまで合唱活動に取り組む中で，学校に歌声
が響きわたり，年々落ち着いた学習環境となっていく状況
を，長年勤務してきた５つの中学校において経験してきた。 
学校教育に音楽教育は欠かすことのできないものと痛感
している。音楽活動の中でも歌唱や合唱は，日頃から学校
生活の中でクラス全員の生徒たちと楽しむことができる。
歌唱は歌詞を通して生徒の情緒面に深く作用しやすいので
ある。また歌詞を通して，その音楽の曲想やイメージを直
観的につかむことができるのである。歌唱や合唱など音楽
活動は学校の生活全体を豊かで潤いのあるものとし，情操
豊かな生徒を育む土壌となっている，といっても過言では
ない。 
皆川達夫は「皆で声をあわせて歌う，つまり＜合唱す
る＞ということも，人間が何らかの形で集団あるいは社会
を作りはじめたのと同時に，始まったものと考えられます。
じつに＜合唱する＞ということは，＜歌う＞ということと
＜集団を作る＞ということ，人間のもっとも基本的な行為
に，深く根ざしたものなのです。」と述べている。７） 
多くの学校が力を入れている合唱活動では，学級・学年・
学校全体で心を合わせ鍛え合い，美しいハーモニーを創り
上げ，その感動体験から，連帯感，成就感を育む場となっ
ている。また，合唱コンクールや文化祭等は保護者，地域
の方々が生徒の全力を尽した取り組みを鑑賞する中で，大
きな声援を送り，生徒たちは充実感に満たされる。保護者
等，観客側とともに，豊かな時間を共有する場でもあるの
だ。 
 
（２）音楽行事への取り組み 
多くの学校で行われる文化祭・音楽会などで，音楽科の
活動を広げ，深め，歌声の響く学校づくりを目指していき
たいものである。限られた時間の中で，基本は授業でしっ
かり指導し，学級・学年で協力しあった取り組みを充実さ
せ音楽的行事を成功させることで，生徒たちに成就感や達
成感を味わわせたいと考える。 
合唱活動では，仲間と声を合わせて一つのものを作り出
すことに喜びを見いだせた時，生徒たちの心は大きな感動
に包まれる。また，大きな声で生き生きと歌うことは，生
徒の学校生活を充実させ，生徒の心をより強く，より豊か
に育てることにつながっている。これまで筆者が勤務した
学校で取り組んできた手順や配慮せねばならないことにつ
いて紹介する。 
＜クラス合唱への取り組み＞ 
音楽科の授業で発声練習を大切にし，声づくりにしっか
り取り組んでおくことが大事である。発声練習はパターン
化し，生徒たちだけでも主体的に行えるよう，力をつけて
おく。クラスの響きを創りあげていくには，心がつながり
あっていくことが大切である。一人ひとりの心を一つにす
ることで，素晴らしく美しいハーモニーが生まれる。クラ
スの心が一つになった美しい響きに，歌っている生徒は仲
間と共に感動を共有しあうことができ，聴いている人たち
にも大きな感動を与える。クラスの心が一つになるとクラ
スの絆もぐっと深まっていくのである。 
まず，自由曲を選ぶ。次に指揮者・伴奏者・パートリー
ダーを決める。クラス合唱の進め方については， 
音楽科が各クラスでの「練習の進め方」を作成し，職員の
共通理解を行う。リーダー（指揮者・パートリーダー等）
に，練習の仕方を指導し，生徒が主体的に取り組み，より
良い合唱を目指そうとする姿勢を育むと共に，取り組みの
中で自分の役割を責任持って果たす生徒を育くんでいく。 
担任は全体的なアドバイザーであり，音楽科教師は専門
的なアドバイスを要所要所で行う。 
練習の流れは，まず，発声練習し，その後，パート練習
（各ポジションに分かれる）を行い，全体練習となる。   
指揮者伴奏者は所定の位置につき，指揮の合図で歌い出
しを大切にし合唱する。必ず指揮者からのコメントを与え
る。また，パートリーダー・担任・音楽科教諭などに感想
や課題を出してもらい，目標を持って次ぎの練習を行う。 
また，発展的な練習としては，学年交流会や異学年交流
会を行ったり，全学年でのリハーサル等を行うと効果的で
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ある。さらに，より美しい合唱を目指して，以下のことを
配慮する。 
ｱ，歌い出し・歌い終わりを大切にする 
  歌い出しは聴いている人たちが最も注目しているとこ
ろである。第１声で印象づけることは大切である。指
揮に注目し，心をひとつにして歌い出す練習をしてお
く。歌い終わりの部分は特に思いを込めて作曲されて
いるので，余韻を持って終わるとともに，歌い終わり
の満足感を共有できるよう練習を重ねる。 
ｲ，曲の山をつくる      
詩を何度も読み，曲の山を見つけ共通理解する。その場
所を最大限に盛り上げられるよう工夫する。CD 等，模
範演奏を聴き，歌い方の研究をしたり，聴いている人に
訴えかけるような歌い方を考え合う。 
ｳ，歌う態度・表情 
入場から退場までが発表と心得て行動する。硬くなりが
ちな顔の表情は，響きある声で歌うためにも，日頃から
口角を上げ明るい表情で歌うよう心がけさせる。 
ｴ，一致団結するクラスづくり 
リーダーを中心として心と力を合わせ練習し美しいハ
ーモニーを目指す。心をひとつにした合唱は歌っている
人自身，また聴いている人を感動させるのである。 
 
（３）総合的な学習の時間における学年合唱と全校合唱 
 1998 年に総合的な学習の時間が設置されて以来，音楽科
と各教科が連携し，学年合唱や全校合唱に発展させている
学校は少なくない。兵庫県西宮市の学校においても年間計
画に組み入れ，活発に取り組みが広がっている。 
 
①合唱を組み入れた行事 
4 月 着任式・離任式・・・全校合唱 
 新入生歓迎会・・・ 学年合唱・全校合唱    
 修学旅行・・・学年合唱 
5･6 月 学年集会・・・学年合唱  
7 月 全校集会・・・学年合唱・全校合唱    
9 月 学年集会・・・学年合唱   
10 月 合唱コンクール・・・学級合唱・学年合唱   
11 月 文化祭・・・学年合唱・全校合唱， 
 西宮市内合唱祭・・・市内各校の代表クラスが出
場 
12 月 学年集会・・・学年合唱 
1･2 月 学年集会・・・学年合唱  
3 月 3 年生を送る会・・・学年合唱・全校合唱 
 
 
②学年合唱・全校合唱への取り組みの流れ 
音楽の授業において基本練習を行い，クラスでのパート
リーダー，伴奏者，指揮者を決め，主体的に活動させる。
学年パートリーダー，伴奏者，指揮者は各クラスの代表の
中から決定する。 
全体練習は総合的な学習の時間などを活用し実施す 
る。学年パートリーダーを中心とした発声練習，学年パー
ト練習，パート合同練習を各所定の場所で行い，最後に合
唱練習となる。 
 
６．まとめと今後の課題        
取組み後の生徒の感想や生活状況から，生徒たちが達成
感・充実感に満たされた様子がうかがえる。以下，取り組
みを終えた生徒の声を紹介する。 
・緊張して，歌えるかどうか心配したけれど，歌っている
ときは，学年の心が一つになれたような気がした。 
・とても緊張したが，みんなと一緒に声を出したので，思
い切り歌えた。 
・大きな声を出すことから練習がはじまった。声がかすれ
る，のどが痛くなる，などいろんなことを乗り越えてここ
まできた。これからもあの時のように，一人一人が何事に
も一生懸命できたらいいと思いました。 
などである。表現活動の基盤となる合唱については，大
人数での合唱は，歌うことを苦手とする生徒にとっては安
心して歌い，その美しさを共有できる場であり，自信を持
たせることにもつながっている。 
文化行事で発表する中で，会場が一体感に包まれ，感動
を共有している様子が感じとれる。保護者からは生徒の熱
演に感動し，励まされたり，エネルギーをもらったと喜び
を表した文章が多く見られた。生徒たちの歌声が保護者や
地域にとって，楽しみの一つになっているのである。保護
者や地域の人たちからの大きな拍手は生徒たちの励みとな
り自尊心の育みにつながっている。 
合唱は一人ではできない，仲間との歌声と心を合わせた
心の響き合いである。音楽には共に演奏することで連帯感
を持たせる力がある。孤独感を抱きやすい思春期の中学生
には，前向きに生きるエネルギーになるこの連帯感が必要
である。 
現代の生徒たちはたくさんの情報に囲まれ，多様な音楽
を楽しめる状況にはあるが，それらは個々の楽しみである
ことが多い。人と人のつながりの中で得られる音楽の喜び
や感動こそが，豊かな心を育成するとともに，「いのち」を
大切にし，前向きに生きるという教育になりうるのである。
他者との関係性を重視する指導は，音楽の感性的な面と結
びつき，人間性育成や社会性育成を目的とする道徳教育と
ともに，「いのちの教育」において，音楽科授業の果たす役
割は大きいのである。 
これまで合唱活動を通して思うことは，自分の能力を十
分発揮できていない生徒には心の弱さがあるということで
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ある。心を解放させ，鍛えることが一人一人の能力や個性
を十分に発揮させ，命を尊重する心の育みとなるのである。
思春期に心を鍛え育てることは，「いのちの大切さ」を実感
させるために大切であり，その心を育てることに音楽の持
っている力が大きく関わっていると言える。仲間と声を合
わせて一つのものを作り出すことに喜びを見いだせた時，
生徒たちの心は感動し，大きく震える。教科の学習では得
られないこの感動体験によって，生徒一人ひとりが，「自分
の存在に自信と誇りを持つこと」をこれまでの実践研究によ
って，確認できるのである。 
高木 慶子は「『命の大切さ』を実感させる教育でアクセ
ントを置くべきなのは『命』と『実感』である。実感は心
が動く『感動』が糸口となる。実感することで初めて自分
のものとなるのである。」と語っている。 
生徒たちにとって，思ったことを自己の外に表出できる
ことは大事なことである。一人一人がみんなと息を合わせ，
気を合わせ，心を合わせて歌うことで，大きな感動を生む
といった感動体験を少しづつ積み上げていくことによっ
て，「命の大切さ」を確かに生徒たちの心に刻み込むことが
できるのである。 
「いのち」に関わる教育は，学校全体で共通理解し進め
ていくことが大切であるが，限られた時間の中で，学習を
深めていくために道徳や総合的な学習の時間，各教科など
を連携させて，年間を見通した計画的組織的な取り組みが
必要である。1 時間の授業が単独に行われるのでなく，年
間カリキュラムの流れに沿って行われ，発達段階を踏まえ，
年齢に即した内容の教育を計画し実施していくことが望ま
しいであろう。 
今後，「いのち」に関わる教育をより深めていくために，
音楽科における「いのちの教育」の可能性について考察を
深めるとともに，教育現場への提案・実践研究を進め，よ
り具体性のある教材を発信していきたいと考える。 
 
 
 
注１）2009 年に「いのちの教育実践研究会」（顧問・梶田
叡一奈良学園大学学長，理事長・近藤靖弘元兵庫県
教育委員会教育次長） 
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